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我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
、
北
海
道
根
室
振
興
局
管
内
に
属
す
る
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
及
び
歯
舞
群
島
の
四
島
か

ら
成
る
北
方
領
土
の
現
況
並
び
に
北
方
四
島
交
流
事
業
（
以
下
「
交
流
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
太
平
洋
に
挟
ま
れ
た
北
緯
四
五
度
三
三
分
二
六
秒
、
東
経
一
四
八
度
四
五
分
八
秒
に
浮
か
ぶ
最
北
端
の

択
捉
島
を
含
む
北
方
領
土
の
四
島
は
日
本
国
の
領
土
か
。 

二 

北
方
領
土
に
は
他
国
の
国
家
機
関
が
常
駐
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
実
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
把
握
し
て
い
れ
ば
、

そ
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。 

三 

北
方
領
土
及
び
そ
の
周
辺
に
ロ
シ
ア
政
府
が
軍
隊
を
派
遣
し
、
軍
事
演
習
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る

か
。
把
握
し
て
い
れ
ば
、
最
近
の
動
向
の
特
徴
及
び
直
近
事
例
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
っ
て
い
る
の
か
。 

四 

北
方
領
土
に
他
国
の
大
統
領
や
国
会
議
員
が
、
日
本
国
政
府
の
入
国
手
続
を
経
ず
上
陸
し
た
と
の
報
道
が
あ
る
が
、
そ
の

事
実
を
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
把
握
し
て
い
れ
ば
、
大
統
領
の
例
及
び
国
会
議
員
の
例
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
件
数

及
び
直
近
事
例
の
概
要
を
説
明
さ
れ
た
い
。 
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五 

日
本
国
政
府
と
し
て
は
、
憲
法
解
釈
上
、
北
方
領
土
に
防
衛
出
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
認
識
か
。
ま
た
、
治
安
出

動
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
防
衛
出
動
、
治
安
出
動
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
で
き
な
い
と
の
認
識
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
理
由

を
、
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
示
さ
れ
た
い
。 

六 

日
本
国
政
府
と
し
て
は
、
北
方
領
土
は
日
米
安
保
条
約
第
五
条
の
適
用
対
象
で
は
な
い
と
の
認
識
か
。
適
用
対
象
で
は
な

い
と
の
認
識
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
、
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
示
さ
れ
た
い
。 

七 

交
流
事
業
に
お
い
て
、
実
施
主
体
で
あ
る
北
方
四
島
交
流
北
海
道
推
進
委
員
会
並
び
に
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対

策
協
会
に
対
し
、
政
府
予
算
を
平
成
三
十
一
年
度
予
算
で
ど
れ
だ
け
支
出
し
た
か
。 

八 

交
流
事
業
に
お
い
て
、
参
加
者
に
島
で
の
携
帯
電
話
に
よ
る
通
信
の
自
粛
を
要
請
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
如
何
。
国
後

島
に
通
信
ア
ン
テ
ナ
が
存
在
す
る
場
合
、
総
務
省
は
電
波
法
に
基
づ
く
免
許
を
出
し
て
い
る
の
か
。
島
の
ア
ン
テ
ナ
が
免
許

を
得
て
い
な
い
場
合
は
電
波
法
違
反
と
な
る
か
。 

九 

本
年
五
月
十
日
出
発
の
交
流
事
業
の
政
府
職
員
同
行
者
が
、
国
後
島
に
お
い
て
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
事
実
を
把
握
し
て

い
る
か
。
上
記
使
用
は
、
電
波
法
違
反
と
な
る
か
。 

十 

政
府
職
員
が
同
じ
く
船
舶
「
え
と
ぴ
り
か
」
に
乗
船
し
国
後
島
に
上
陸
し
た
が
、
そ
の
事
実
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
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た
、
「
え
と
ぴ
り
か
」
は
国
後
島
へ
の
近
接
時
に
ロ
シ
ア
国
旗
を
掲
げ
て
い
た
が
、
我
が
国
固
有
の
領
土
へ
の
国
内
移
動
に

お
い
て
、
他
国
国
旗
を
掲
揚
す
る
こ
と
を
定
め
た
法
的
根
拠
は
あ
る
か
。
過
去
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
に
示
さ
れ

た
、
他
国
国
旗
を
掲
げ
た
こ
と
に
よ
る
友
好
関
係
の
増
進
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
四
島
返
還
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
、

政
府
の
見
解
を
問
う
。 

十
一 

我
が
国
の
領
土
へ
の
接
岸
に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
国
旗
を
掲
げ
る
船
舶
に
我
が
国
の
政
府
職
員
が
乗
船
す
る
こ
と
は
問
題

で
は
な
い
か
。 

十
二 

北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
、
平
和
的
手
段
と
し
て
の
首
脳
ク
ラ
ス
の
外
交
交
渉
で
も
解
決
に
向
け
て
の
動
き
が
全
く
進

ま
な
い
中
、
不
法
占
拠
の
早
期
解
消
に
向
け
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


